
 
 
 
 
 
 
　令和７年度の２学期が始まります。保護者の皆さま、地域の皆さま、関係者の方々、よろしくお願いいたします。 

　2学期は、体育大会をはじめとして学校行事が多い学期です。児童生徒一人一人が精一杯力を出し、新しい力を育

めるように支えていきたいと思っています。 

 

　8月17日（日）の学校美化作業にご参加いただき、ありがとうございました。暑い日になりました。ご参加いただいた

保護者の皆さま、ボランティアの皆さま、児童生徒の皆さん、体調は大丈夫でしたか。 

　当日は事前にお配りした役割分担に沿って作業をスムーズに進めることができました。必要な道具を準備していただ

いたこと、連携して効率の良い作業をしていただいたことがあってこそだと思っています。 

　私は小学校6年生とともに、中学校棟と運動場の間にある楮畑の草引きをしました。草が畑の表面を覆い、根が深い

草があったのですが、時間のかぎり一生懸命作業をしている子どもたちの姿を見て、私も俄然やる気が出ました。 

　草引きの途中、運動場での作業の様子を遠目で見回してみると、草引き、草刈り、運搬作業等、たくさんの方の動き

のおかげで、昨年以上に運動場に広がっていた草が、だんだんとなくなっていく様が分かりました。校舎内の窓ガラス

拭きや、校舎内掃除も同じ様子だったことでしょう。普段は手が届きにくい場所も丁寧に掃除してくださいました。 

　皆さまの力で学校環境を整えていただいたおかげで、子どもたちとともに気持ちよく学習ができます。本当に、ありが

とうございました。今後とも、吉野さくら学園をよろしくお願いいたします。最後になりましたが、今回の学校美化作業

に、地域の草刈りボランティアの方々が参加してくださっていたことと、シルバー人材センターの方々が7月19日と20

日に学校周辺の草刈りをしてくださっていたことをお知らせいたします。ご協力ありがとうございました。 

 

　児童生徒の皆さん、思い出深い夏休み、充実した夏休みになったでしょうか。夏休み中に皆さんがつくった作品のい

くつかを見る機会があります。見せてもらうのが楽しみです。夏休みに体験した出来事の思い出話を学級で紹介し

合ったり、友達と話をし合ったりすることでしょう。あなたしか体験できなかった出来事を、たくさん伝えてください。 

 

　　　　　　　　　　　　　　たくさんの方々のおかげで、熱い思いをたくさん感じた、今年の夏でした。 
 
　私が住んでいる町で開催された「ウォーターバルーンバトル」に参加しました。ルールは、5人編成の１チームで30球の水風

船を1試合の持ち玉とし、試合時間3分以内に相手チームの5人全員に水風船を当てるか、相手陣地の一番奥に立ててある

旗を、味方チームの誰かが水風船を当てられる前に引き抜くかすれば勝ちとなります。私のチームは優勝し、2連覇すること

ができました。 

　閉会式で、今回のイベント主催者が話をしてくれました。 

「皆さんが楽しんでくれる様子を見てとてもうれしかったです。今日は、主催する私たち全員、午前4時半集合で準備しまし

た。がんばっていたメンバーに拍手をしてあげてください。」 

この後、参加者全員から大きな拍手が起こりました。 

　以前、このイベントを開催するために、１００００玉の水風船を数日かけて作っているんだと話を聞いたことがあります。今年

も、今までと同じような大変な準備をして楽しいイベントを開催してくれたのだと思います。何らかの活動をするためには、た

くさんの時間とたくさんの準備とたくさんの人の力が関わっているんだということをわたしたちは心にとどめておかねばなら

ないなと改めて感じさせられました。 

　閉会式前、全試合が終わった後に残った水風船を全部使って参加者全員で投げ合いました。私もしこたま当てられてずぶ

濡れになりました。みんな笑顔でした。このあと、地面に落ちている割れた水風船を全員で拾い集めました。このときも笑顔

でした。 

 

　もう一つ、夏の出来事を紹介します。私の夢をかなえてくれた出来事です。 

　私は野球が好きです。今まで受け持ちをした子が高校野球奈良県予選に参加するとき、試合日程と私の都合が合えば応

援に行くようにしています。しかし、ここで問題が一つ…。私が応援に行ったとき、私が受け持ちをした子が所属するチーム

は全て負けてしまうのです。 

　このようなジンクスがありつつも、今年の夏も応援に駆けつけました。すると、今年応援に行ける最後の試合で、私が受け

持ちをした子が所属するチームがついに勝ってくれたのです。応援をして勝ってもらうという私の夢は、2２年かかって叶い

ました。 

　これからも、一生懸命に力を出している皆さんを応援し続けます。もちろん、吉野さくら学園に通う皆さんのことも、これか

らも、いつまでも応援し続けますよ。 


